
第２回特別活動研究部研修会研修会アンケートより 

 

１．中村憲司先生の講話について 

 

〇 特別活動において、「なぜするのか？」、「何のために行うのか？」を考えて活動を計

画することが大切だと分かりました。また、グループ協議では、今まで当たり前に行っ

てきた活動を見直す機会となると共に、その活動の本来の目的や意義を再確認すること

となりました。  

 

〇 どうしてそれをやるのか、何のためにやるのかという視点をもって今あるものを見つ

め直し、より価値のあるものにしていきたいと思いました。まずは、多くの方の実践を

「まね」するところから、そして子供たちが自分でやったと実感できるよう、私自身も

行動していきたいです。 

 

〇 特別活動として行われている様々な活動は、どれをとっても子供たちの心を豊かにし

たり、視野を広げたりして、人とかかわる力やその他の能力をぐんと高められるもので

あると再認識しました。しかし、現実の自分は、ここに十分な時間がとれておらず、計

画してやらせっぱなしになっています。私が、「何のためにやっているんだろう？」と

思っていることは、子供は私以上に強く感じていると思います。その疑問を、「まあ、い

いか。」と受け流すのではなく、私も子供も、よく考えてより良い学校生活に自分たち

で変えていくという気持ちをもっていきたいと思いました。 

 

○ 今まで当たり前にやっていた教育活動に対して、改めて、なぜ必要なのか考え直すき

っかけとなりました。２学期に向けて、今日お話を聞いた中で実践できることをどんど

ん試してみようと思いました。 

       

○ 学校で行われている様々な活動について、「どうしてやるのか？」「必要なのか？」に

ついて、そこまで深く考えたことはありませんでしたが、周りの方々と話をすることで、

「目的」等を確認できてとてもよかったです。ありがとうございました。 

 

○ コロナ禍で活動が制限されてしまいますがその中でも子供たちの「やりたい」「これ

をやってみたい」という思いを大切にしながら活動に取り組んでいきたいです。憲司先

生の教室掲示をもっと見たいと思いました。 

 

○ 当たり前のように行ってきたことを「どうしてやるの？」「必要なの？」と問い掛け

ることでよりよいものが生まれるというお話が印象的でした。学習指導要領を読み、目

的を確認した上で、なぜ？必要？どのように？を考えたいと思いました。 



○ どの活動においても、何のために、どうして、を問い続け子供たちがやり遂げたと実

感できる活動にしていきたいです。 

 

○ 児童会の子供たちがあまりやる気がなく、あいさつ運動もぐだぐだになってしまって

います。どのような声掛けをすればよいか悩んでいます。 

 

● 授業の準備、特活（行事の準備）を子供たちの笑顔を見たいからと頑張りますが、「働

き方改革」とは相反するもののような気がします。両立はできるのですか？限られた時

間で「できることをやっていこう」とよく言われますが、そのために、様々なことを削

っていくのは、良い教育と言えるのでしょうか？？ 

 

● 神久呂小の「気づき・考え、行動する」 なぜ気づくと考えると間が「・」になって

いるのか教えていただけるとうれしいです。 

 

２．その他 

〇 グループ協議が多く自分も自分事として考えることができました。模擬学級会では、

実際に起こりそうな展開について教師としてどのような声掛け、手立てをすると良いの

かを考えたり、近くの先生方の話を聞いたりする良い機会となりました。 

 

〇 川邊先生の実践発表、大変参考になりました。模擬学級会では、実際に学級会でのや

り取りを見せていただくことで何が課題、問題なのかを明らかにするためのグループ協

議ができ、ありがたかったです。こういった実践的な協議は、とても良い研修になるの

で、今後もこういった研修ができればと思います。 

 

○ 模擬学級会勉強になりました。１５分ごとでテンポもよく楽しかったです。 

 

○ 経験のある先生方との協議は、そういう考え方もあるのかと気づかされることが多く、

まねしてみたいと思いました。また、異校種の先生方と話をするとやはり感覚が違い学

べることが多くありました。 

 

○ 先生方のロールプレイがおもしろく楽しく学習することができました！先生方の演

技がよかったです！ 

 

▲ 模擬学級会は、初任研でやってもよいと思う。 

 

▲ 模擬学級会・・・特活主任としての動きを考えた方がよいのか、担任としての考え方

なのかよく分からなかった。担任へのアプローチなどを考えた方がよいのではないでし

ょうか。目的が分かりませんでした。 



 

▲ 研究収録は、一部の先生のみしか入らないのですね。忙しい中割いた分の時間、研究

収録を見る人数、費用、役員の手間 etc 全ての費用対効果を考えたときに、果たして作

る必要があるのでしょうか・・・ 

 

▲ 模擬学級会に対して、中村先生のコメント、アドバイスをいただいてもよかったかな

と思います。 

▲ 少し間延びした印象でした。短時間で重要な内容のみを展開していただけたらと思い

ます。話し合うこと（例）が多すぎたのでもっと厳選するべきだと感じました。 


